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1．研究目的 (Research Objectives) 

 

 本データベースは、1998 年度に導入されたＧＥＤＡＳ（ジオスペース環境データ解析シ

ステム）と連繋し、「人工衛星や地上観測のデータとシミュレーション／モデリングを結び

つけてリアルタイムに近い形で解析を行い、太陽から地球までの大規模なエネルギーの流

れ／変換過程を理解する」という大きな目標に対して貢献することを目的としている。リ

アルタイムデータの取得に伴うモデリング計算が実行されるようになると、時々刻々変化

するグローバルな電離層電流系の様子を見ることができるようになる。これは宇宙天気予

報の最初の目的である nowcast (現在の様子を知る)の達成に他ならず、forcast を目指す上

で大きなステップになる。 

 

２．データベース作成の概要 

 

 データベースは、基本データ、イベントデータ、データプロダクトで構成される。基本

データは、すべての研究の基本になる惑星間空間磁場や太陽風の衛星観測データなどであ

り、定常的に継続して取得していく必要がある。イベントデータは磁気嵐イベントデータ

に代表されるように、特別な期間の多種類のデータを収集し、詳細な解析を行うためのデ

ータベースである。データプロダクトは、大規模コンピュータシミュレーションやモデリ

ングの計算結果（数値データ・画像データ）をデータベース化したものである。 
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３．共同研究の成果 (Accomplishments) 

 

 この共同研究期間には、下記のような作業が行われた。 

 

・インターネットを通じて、惑星間空間磁場と太陽風の定常的な収集を継続して行う。海

外の地上磁場データの収集も行えるシステムを構築する。 

・詳細解析を行う磁気嵐イベントに対して、インターネットを効率的に活用し、インター

ネット経由で収集できるデータ（特に地上磁場データ）については速やかに収集する体制

を作る。 

・特に太陽風や地磁気データなどの時系列一次元データをいかに使いやすい形でユーザー

に提供できるかを考えて、表示ソフトウエアの開発も行う。 

・立ち上がりつつあるリアルタイムデータを使ったモデリングプログラムに関して、その

計算結果の公開法も考えていく。 

 

その成果として、基本データ（惑星間空間磁場・太陽風データ）については、多数の研究

者による異なる研究テーマで使用され、その結果は学会等で発表された。特に、Self 

Organized Criticality (SOC) に関する研究では、長期間の太陽風パラメータが用いられ、

磁気圏サブストームに見られる特徴と太陽風中の擾乱の特徴の比較を行い、重要な成果が

学会や The First S-RAMP Conference などで発表された。イベントデータについては、

「1997 年 1 月磁気嵐データベース」をもとに、磁気圏境界の時間変動のモデル計算や 3

次元 MHD 太陽風-磁気圏相互作用シミュレーションなどが行われ、その結果は学会・研究

会などで発表された。 

 

４．公表状況 (Publications) 

 

基本データ（惑星間空間磁場・太陽風データ、地磁気データ）は、共同研究者のみに対

する限定公開であったので、特に URL は無い。また、公開可能なデータプロダクト部分

については、2002 年度以降、「電離圏電場/電流モデリングデータベース」として、本デー

タベースから抽出し、共同研究を継続して行うことになる。 
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